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ñ木戸川渓谷の大文字草（楢葉町）
涼しげな清流と数多くの滝、奇岩怪石のある
渓谷を訪ね歩くと、やがてかれんな大文字草
に出会えます

楢葉町商工観光課　@0240-25-2111
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グラフ うつくしま　第21号
表紙の写真／彼岸花と田園風景 （塩川町）
彼岸花が咲くころ、その傍らには、稲刈り作業
が進む田園の風景が広がり、実りの秋の訪れを
感じさせます（撮影地：五合地区）

ï布引高原の大根畑（郡山市）
布引山の嶺に広がるなだらかな高原。その一面に広がる大根が、収穫を待っ
ています

郡山市観光物産課　@024-924-2621
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ふくしま四季彩物語

佐藤輝幸さん

コラッセふくしま始動

愛すべき街の求心力
チンチン電車

県政トピックス

話題のひろば

南川渓谷～
五百渕（郡山市）
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［ひと・人・ひと］
東和ロードレース大会の舞台裏を支える

［特集］産業振興と情報発信の拠点

［歴史探訪］
街から街へ人々を乗せて

［うつくしまスポット］

［ふくしまの郷土食］

óあづまスキー場付近の紅葉（福島市）
吾妻連峰の山肌に、赤や黄を幾重にも塗り重ね、燃えるように色づく紅葉が広がる景観は見事です

福島観光協会　@024-525-3722

ò
海
竜
の
里
・
久
之
浜
漁
港
ま
つ
り
（
い
わ
き
市
）

水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
魚
を
焼
い
た
味
わ
い
は
格
別
。
港
な
ら

で
は
の
祭
り
に
、
笑
顔
も
弾
み
ま
す
（
10
月
19
日
開
催
）

õ

い
わ
き
市
観
光
物
産
協
会
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涼
し
げ
な
風
が
わ
た
る
頃
、

山
々
は
も
う
、
秋
の
装
い
。

胸
に
刻
ま
れ
る
の
は
、

心
ま
で
が
色
づ
い
て
い
く

ふ
る
さ
と
の
記
憶
│
│
。
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ô稲杭のシルエット（泉崎村）
古代から変わらずに営まれてきた稲作り。今年もまた、実りの
時を迎えます　　　　　　　　　　　 （撮影地：関

せき

和
わ

久
ぐ

地区）
泉崎村産業経済課　@0248-53-2111

õ
只
見
線
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
蒲
生
岳
（
只
見
町
）

東
北
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
と
呼
ば
れ
る
山
容
の
も
と
、
走
り
抜
け
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

の
傍
ら
で
揺
れ
る
ス
ス
キ
が
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
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０
２
４
１
（
８
２
）
５
２
５
０

ö会津秋まつりの会津藩公行列（会津若松市）
市内を練り歩く「会津藩公行列」の人々が、各々の旗の下に集結する姿は、
まさに勇壮です（9月23日開催）

会津若松市観光課　@0242-39-1251



「
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
・
は
し
り
あ
い
」の

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
未
来
へ
―
―
―

「参加者が多く、暑い時期のレースのため、
けが人や病人を出さないように努力して
います」と語る佐藤さん

4



5

「親子の部」表彰の一コマ。子どもたちにとっては、記録
よりも“記憶”に残る大切なレースとなりました

「
コ
ー
ス
途
中
に
あ
る
町
民
手
づ
く
り
の
給
水
所
、

そ
こ
で
町
民
と
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
一
番
の
魅
力
で
す

ね
」３４

年
の
歴
史
を
持
ち
、
各
地
よ
り
毎
年
約
4
0
0
0

人
も
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
”東
北
の
ボ
ス

ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
“と
も
称
さ
れ
る
東
和
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
。
こ
の
大
会
の
管
理
・
運
営
に
あ
た
る
「
い
な
ほ

陸
友
会
」
の
会
長
を
務
め
る
佐
藤
輝
幸
さ
ん
は
、
リ
ピ

ー
タ
ー
が
多
い
理
由
を
こ
う
語
り
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
が
、
歴
史
あ
る
レ
ー
ス
を
主
催
す
る
い
な

ほ
陸
友
会
の
会
長
に
就
任
し
た
の
は
、
昨
年
4
月
。
今

年
7
月
6
日
に
行
わ
れ
た
第
３４
回
大
会
は
、
会
長
と
し

て
迎
え
た
2
度
目
の
大
舞
台
で
す
。
大
会
当
日
、
レ
ー

ス
の
進
行
や
表
彰
の
手
配
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
含
め
1，
0
0
0
人
以
上
。
そ
こ
に
は
、

的
確
な
指
示
を
出
し
、
自
ら
も
ス
タ
ー
タ
ー
や
表
彰
係

と
し
て
走
り
回
る
佐
藤
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

「
開
催
時
期
が
近
づ
く
と
、
み
ん
な
の
熱
い
思
い
が

溢
れ
て
き
ま
す
。
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
、
町
を
挙
げ
て
の

”年
中
行
事
“だ
と
い
う
思
い
が
、
町
中
に
定
着
し
て
い

る
ん
で
す
」
と
佐
藤
さ
ん
。

毎
年
参
加
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
中
に
は
、
町
民
の
自
宅

に
民
泊
す
る
人
も
い
る
と
の
こ
と
で
、
大
会
前
の
町
内

で
は
県
外
か
ら
訪
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
姿
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
初
代
会
長
の
斎
藤
一い

ち

夫お

さ
ん
（
現
・
い
な
ほ

陸
友
会
Ｏ
Ｂ
会
会
長
）
が
掲
げ
た
「
で
あ
い
・
ふ
れ
あ

い
・
は
し
り
あ
い
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
が
、
参
加
者
に

も
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
証
拠
で
す
。

「
走
る
人
た
ち
が
楽
し
く
、
つ
く
る
側
の
ス
タ
ッ

フ
も
楽
し
く
ふ
れ
あ
え
る
レ
ー
ス
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
力
強
く
語
る
佐

藤
さ
ん
。
初
代
会
長
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
へ
の
熱
い
思

い
は
、
し
っ
か
り
と
若
き
リ
ー
ダ
ー
へ
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

ラ
ン
ナ
ー
も
町
民
も

楽
し
め
る
レ
ー
ス
づ
く
り
を

東
和
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
舞
台
裏
を
支
え
る

い
な
ほ
陸
友
会
会
長

佐
藤
輝
幸

て

る

ゆ

き

さ
ん

（
東
和
町
在
住
）

スターターを務める佐藤さん。
ランナーは、佐藤さんの鳴らす
ピストルの音とともに、勢いよ
く駆けだしていきます

表彰前は、賞状や記念品の準備などで、すべてが分刻みの
スケジュール。佐藤さんの的確な状況判断で、大会が円
滑に進行していきます

アップダウンの激しいこのコース。だれが呼んだ
か「登りの地獄坂、下りの極楽坂」という言葉もある
ほどです



　
中
小
企
業
の
育
成
・
支
援
お
よ
び
観
光
物
産
情
報
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
複

合
施
設
「
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
」
が
、7
月
２５
日
、Ｊ
Ｒ
福
島
駅
西
口
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
佐
藤
知
事
や
瀬
戸
福
島
市
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
後
、

3
日
間
に
わ
た
っ
て
開
館
記
念
事
業
が
催
さ
れ
、多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
が
集
う
産
業
振
興
と
情
報
発
信
の
新
拠
点
・
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

に
、各
方
面
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

産
業
振
興
と
情
報
発
信
の
拠
点
�

待
望
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
飾
っ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

ê
県
内
の
特
産
品
を
各
種
取
り
そ
ろ
え
、
展
示
・
販
売
を
行

う
県
観
光
物
産
館
。
イ
ベ
ン
ト
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
何
度
訪
れ
て
も
新
た
な
発
見
が
で
き
そ
う
で
す

▲コラッセと福島駅を結ぶ都市公園周辺で毎日開催される「コラッセ市」。
農作物をはじめ県内の物産が販売されます

▲県パスポートセンターも県庁から移転。「便利のい
い場所ですね」と申請に来られたご夫妻

▲中小企業者が抱える経営課題などを解決するため、
専門家がアドバイスを行う県経営支援プラザ。専門
図書やビデオなども自由に閲覧できます
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「コラッセふくしま」フロアガイド�

●展望ラウンジ　●交流サロン�
●レストラン�

●福島県信用保証協会�

●福島県中小企業団体中央会�
●福島県信用保証協会�

●福島県火災共済協同組合�
●福島県商工会連合会�
●福島県商工事業協同組合�

●福島商工会議所�
●福島県商工会議所連合会�
●アクサ生命保険（株）福島営業所�

●（社）福島県商工会館�
●（財）物産プラザふくしま�
●（財）福島県観光開発公社�
●（社）福島県法人会連合会・（社）福島法人会�
●（株）日本医療事務センター�
●（財）福島県生活衛生営業指導センター�
●福島県環境整備協同組合連合会�
●（株）東北薬理研�

●（財）福島県産業振興センター�
●インキュベートルーム�

●会議室　●研修室�
●プレゼンテーションスペース�

●多目的ホール　●会議室�

●福島市西口ライブラリー　●企画展示室�
●（財）福島市中小企業福祉サービスセンター�

●福島県経営支援プラザ�
●福島市産業交流プラザ�

●福島市西口行政サービスコーナー�
●福島県パスポートセンター�
●福島県観光物産館�
●ふくしま情報ステーション　●売店�
�
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▲新たに事業を興そうとしている人に事務スペースなどを提
供し、専門家がサポートするインキュベートルーム。「コ
ラッセに入居していることがＰＲにもなります」と起業家
の一人

▲福島市西口ライブラリーは午後
7時まで開館しており、学校や
会社帰りの利用にも便利。「オー
プンを楽しみにしていました」
というご家族

ê
企
画
展
示
室
は
、
展
示
会
・
見
本
市
な
ど
の
開
催
が
可

能
な
大
空
間
。
開
館
記
念
事
業
の
県
内
企
業
展
示
商

談
会
に
は
、
Ｉ
Ｔ
ソ
フ
ト
系
企
業
を
中
心
に
県
内
の
企

業
２５
社
が
出
展
し
ま
し
た

ë
県
内
各
地
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
が
味
わ
え
る

レ
ス
ト
ラ
ン
。吾
妻
連
峰

や
福
島
市
内
の
夜
景
を

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す

▲福島市産業交流プラザには、子どもたちの「もの
づくり」に対する好奇心を育てるモニュメント
“からくりファクトリー”などが展示されてい
ます

至仙台�

至東京�
福島西I.C

飯坂I.C

至東京� 至郡山�

県庁�

県
庁
通
り�

福
島
西
道
路�

東
北
自
動
車
道�

至山形�

 至仙台�  至仙台�
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13

13

115

福
島
駅�

コラッセふくしま�

〒960-2194　福島市三河南町１番20号�
http://corasse.jp/

所　在　地�

ホームページ�
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ë
3
〜
5
階
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
研
修
室

な
ど
が
あ
り
、
用
途
に
応
じ
た
利
用
が
可
能
。
開
館

記
念
事
業
の
「
か
ん
た
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
」

に
は
幅
広
い
世
代
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た

3F
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「
う
つ
く
し
ま
」へ
の
系
譜�

を
か
け
ら
れ
、
そ
の
再
建
に
乗
り
出
し
た
彼
は
、
信
達

軌
道
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
・
日
本
興
業
銀
行
に
始
終
出

入
り
し
て
い
た
人
脈
か
ら
金
沢
街
鉄
の
社
長
を
知
り
、

鉄
道
に
関
す
る
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
電
化
工
事
の

着
手
か
ら
全
工
程
の
完
成
ま
で
は
わ
ず
か
一
年
足
ら

ず
。
佐
伯
は
、
千
葉
の
鉄
道
第
第
二
連
隊
等
の
”
作
業

演
習
“
の
名
目
で
レ
ー
ル
の
引
き
替
え
を
行
い
、
実
費

の
み
で
短
期
間
に
工
事
を
完
了
し
、
在
籍
し
た
３
年

間
で
信
達
軌
道
を
見
事
に
立
て
直
し
ま
し
た
。
軽
便

が
チ
ン
チ
ン
電
車
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
の
ち
に
富
山
電
気
鉄
道
（
現
・
富
山
地
方

鉄
道
）
を
立
ち
上
げ
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の

開
拓
に
も
貢
献
し
た
彼
の
辣
腕

ら
っ
わ
ん

が
あ
っ
て
の
こ
と
で

し
た
。

「
地
域
と
地
域
を
結
ん
で
い
る
誇
り
。
こ
れ
は
運

転
手
の
誰
も
が
持
っ
て
い
ま
し
た
よ
」
と
、
渋
谷
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
が
な
い
チ
ン
チ

ン
電
車
を
運
行
ダ
イ
ヤ
ど
お
り
に
走
ら
せ
る
た
め
に
、

運
転
手
は
「
こ
こ
ま
で
来
た
ら
何
時
何
分
」
と
体
で
時

間
を
覚
え
て
運
転
し
ま
し
た
。
ま
た
昔
の
電
力
供
給

の
手
段
は
、
ひ
し
形
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
で
は
な
く
、
二

本
の
ポ
ー
ル
で
し
た
。
こ
れ
は
架
線
か
ら
は
ず
れ
や

す
く
、
そ
れ
を
元
に
戻
す
の
も
、
運
転
手
や
車
掌
の
役

割
で
し
た
。「
雨
の
時
や
夜
な
ど
は
、
こ
の
作
業
は
大

変
で
し
た
よ
」
と
、
渋
谷
さ
ん
は
懐
か
し
そ
う
に
笑
い

ま
す
。

■「
地
域
の
足
」の
誇
り
を
胸
に
運
行

信
達
軌
道
株
式
会
社
（
現
・
福
島
交
通
）
が
、
明
治

の
末
期
か
ら
、
福
島
市
と
近
辺
の
主
要
都
市
を
結
ん

で
敷
設
し
た
軽
便
鉄
道
を
全
面
電
化
し
、
い
わ
ゆ
る

「
チ
ン
チ
ン
電
車
」
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の

は
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、

軽
便
の
煙
突
の
火
の
粉
か
ら
「
本
内
大
火
」
を
引
き
起

こ
し
、
信
達
軌
道
は
莫
大

ば
く
だ
い

な
賠
償
金
で
窮
地
に
追
い

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
救
っ
た
の
が
、
富
山

県
出
身
の
佐
伯
宗
義
（
１
８
９
５
〜
１
９
８
１
）
で
し

た
。
当
時
親
交
の
あ
っ
た
大
火
事
件
の
弁
護
士
か
ら

「
信
達
軌
道
の
経
営
を
引
き
受
け
て
み
な
い
か
」
と
声

県
都
・
福
島
市
の
街
中
を
走
り
、
福
島
駅
前
か
ら

信
達
地
方
（
現
在
の
福
島
市
お
よ
び
伊
達
郡
）
と
呼

ば
れ
た
地
域
を
結
ん
だ
路
面
電
車
は
、「
チ
ン
チ
ン

電
車
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
昭
和
４６
年
（
１
９
７

１
）
ま
で
走
り
続
け
ま
し
た
。
マ
イ
カ
ー
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
こ
の
電
車

は
人
々
を
街
か
ら
街
へ
と
運
ん
で
く
れ
る
、
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、
路
面
電

車
廃
止
の
日
ま
で
運
転
手
を
務
め
た
渋
谷
義
夫
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
街
と
街
、
人
と
人
を
結

ん
だ
「
チ
ン
チ
ン
電
車
」
の
果
た
し
た
役
割
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。

チンチン電車は、福島駅から市街地を走り、伊達
の長岡分岐点からは伊達・湯野（飯坂）方面行き、
保原・梁川・掛田（霊山）方面行きに分かれて走
行しました。地域に欠かせない生活の足であり、
まちのシンボルとして愛されました

国鉄福島駅前を走る、保原行のチンチン電車（昭和11
年）。当時はポールによる電力供給で走行しました

街
か
ら
街
へ
人
々
を
乗
せ
て

愛
す
べ
き
街
の
求
心
力

チ
ン
チ
ン
電
車

8

福
島
駅
を
出
発
す
る
チ
ン
チ
ン
電
車
。
後
発
の
電
車
が
控
え
、
駅
に
集
う
市
民
―
―
。

昭
和
三
十
年
代
半
ば
か
ら
四
十
年
代
の
に
ぎ
わ
い
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す

車
内
は
狭
く
、
走
行
中
に
切
符
を
切
る
の
は
、
慣

れ
な
い
と
大
変
な
仕
事
で
し
た

福島駅前�

湯野� 伊達�

長岡分岐点� 保原� 掛田�

梁川�

路面電車廃止
記念乗車券



■
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
、愛
さ
れ
た
電
車

福
島
駅
東
口
か
ら
伊
達
ま
で
の
区
間
と
、
そ
こ
か

ら
先
で
は
、
車
内
の
雰
囲
気
や
車
窓
の
風
景
は
、
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
戦
後
か
ら
昭
和
三
十
年
代
、

福
島
駅
か
ら
の
街
中
は
、
懸
命
に
働
く
市
民
の
熱
気

で
あ
ふ
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
学
生
で
混
雑
し
ま
し

た
。
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
ま
ち
の
都
会
的
な
雰
囲
気
の

中
を
走
り
抜
け
、
伊
達
長
岡
の
分
岐
点
を
過
ぎ
る
と
、

今
度
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
風
景
も
乗
客
の
様
子
も
、

の
ん
び
り
し
た
田
舎
の
良
さ
が
漂
い
ま
す
。
ど
こ
か

ら
何
時
に
だ
れ
が
乗
っ
て
き
て
、
ど
こ
で
降
り
る
の

か
、
そ
ん
な
こ
と
も
互
い
に
覚
え
て
し
ま
う
よ
う
な
、

心
の
通
う
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
、
そ
こ
に
は
あ
り

ま
し
た
。

「
福
島
・
信
夫
山
の
暁
ま
い
り
の
日
に
は
、
梁
川
や

掛
田
か
ら
増
発
に
次
ぐ
増
発
。
そ
れ
で
も
乗
り
切
れ

な
い
ほ
ど
の
人
々
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
」
と
、
渋
谷
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
街
に
や
っ
て
き
た
若
者
た
ち
は
、
そ

の
夜
を
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
興
行
の
映
画
館
で
過
ご
し
、

朝
一
番
の
チ
ン
チ
ン
電
車
が
福
島
駅
に
入
る
と
、
黒

山
の
人
だ
か
り
に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
郊
外
の
道
で
は
、
砂
ぼ
こ
り

を
上
げ
な
が
ら
走
り
ま
し
た
。
線
路
が
土
で
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
た
時
は
、
ス
コ
ッ
プ
で
線
路
を
掘
り
出
し

て
か
ら
走
っ
た
り
、
ま
た
、
雪
道
の
線
路
に
凍
り
付
い

た
雪
を
ツ
ル
ハ
シ
で
取
り
除
い
た
り
と
、
保
線
職
員

は
昼
夜
の
別
な
く
、
日
々
運
行
の
確
保
に
全
力
を
あ

げ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
人
々
に
頼
り
に
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
き
た

チ
ン
チ
ン
電
車
で
す
が
、
や
が
て
時
代
の
流
れ
に
飲

み
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
社
会
の
到
来
で

す
。
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
や
道
路
の
安
全
確
保
の
た

め
、
主
役
の
座
を
路
線
バ
ス
に
譲
る
こ
と
と
な
っ
た

チ
ン
チ
ン
電
車
は
、
昭
和
46
年
４
月
11
日
、
花
飾
り
に

彩
ら
れ
、
最
後
の
勇
姿
を
な
ご
り
惜
し
む
市
民
に
見

て
い
た
そ
の
姿
は
、
い
ま
も
多
く
の
人
々
の
胸
に
深

く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

福
島
市
の
瀬
上
小
学
校
に
、
当
時
の
チ
ン
チ
ン
電

車
が
今
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
を
電

車
が
走
り
、
近
く
に
は
伊
達
長
岡
の
分
岐
点
も
あ
っ

た
地
区
の
人
々
に
と
っ
て
、
チ
ン
チ
ン
電
車
は
、
生
活

の
中
に
息
づ
い
て
い
た
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

し
た
。
こ
の
電
車
を
懐
か
し
む
人
々
に
応
え
、
学
校

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
昭
和
47
年
に
福
島
交
通
か
ら

譲
り
受
け
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
を
経
た
昨

年
に
は
、
痛
み
が
激
し
く
な
っ
た
車
体
を
修
繕
。
走

っ
て
い
た
当
時
の
姿
に
お
色
直
し
さ
れ
、
懐
か
し
い

姿
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
同
校
で
は
総
合
学
習
や

社
会
科
の
時
間
に
、
地
域
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
し

送
ら
れ
な
が
ら
、
約
半
世
紀
に
わ
た
る
使
命
を
終
え

た
の
で
す
。

■
心
を
つ
な
ぐ
街
の
求
心
力
を
未
来
へ

定
員
52
人
・
一
両
編
成
で
走
り
続
け
た
チ
ン
チ
ン

電
車
。
そ
の
最
高
速
度
は
時
速
40
n
、
街
中
で
は
時

速
32
n
以
内
で
、
現
代
か
ら
見
れ
ば
は
る
か
に
の
ん

び
り
と
し
た
交
通
機
関
で
し
た
。
せ
ま
い
車
内
で
ひ

ざ
を
交
え
な
が
ら
語
り
合
う
乗
客
、
県
庁
裏
の
阿
武

隈
川
で
行
わ
れ
て
い
た
花
火
大
会
、
夏
の
福
島
競
馬

…
…
電
車
は
、
人
々
の
表
情
を
見
つ
め
続
け
て
き
ま

し
た
。
時
に
は
貨
車
と
連
結
し
、
生
活
雑
貨
や
地
元

産
の
果
物
を
運
ぶ
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
と
密
着
し

て
の
利
用
を
進
め
、
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
、
文
化
財
と
し

て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ン
チ
ン
電
車
は
当
時
、「
交
通
の
妨
げ
に
な
る
」

と
い
う
声
の
一
方
で
、「
込
ま
な
く
て
安
心
し
て
乗
れ

る
」「
排
気
ガ
ス
も
な
く
、
騒
音
は
自
動
車
の
方
が
あ

る
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
時
が
移
り
、
一
人
一

台
の
マ
イ
カ
ー
時
代
に
よ
る
道
路
渋
滞
・
騒
音
、
環
境

問
題
な
ど
を
抱
え
る
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は
、
チ
ン
チ

ン
電
車
の
よ
う
な
公
共
交
通
機
関
の
利
点
を
ど
う
再

構
築
し
て
い
く
か
を
、
未
来
へ
の
課
題
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
時
代
も
、
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
、
心
と
心
を
つ
な
ぐ
も
の
が
、
街
の
大

き
な
求
心
力
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
、
チ
ン
チ
ン
電

車
が
残
し
て
く
れ
た
軌
跡
に
学
び
な
が
ら
―
―
。

運転の際は、運行時間を示した木札（左）
を運転席わきにぶら下げ、運転者名の木
札（中央）を運転席後部・乗客側に表示し
て走行しました（右は、運転席の操作レ
バー）

花で着飾り、中心街をさよなら行進。多
くの市民が「ご苦労さま」と労をねぎらい、
別れを惜しみました

瀬上小で保存されるチンチン電車。「電車も車両に
よって、運転しやすさの違い、相性の良し悪しがあ
りました。この1119号の運転は、難しかったなぁ」
と笑う渋谷さん
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貨
物
車
両
を
け
ん
引
し
、
旧
伊
達
橋
を
渡

る
チ
ン
チ
ン
電
車
（
写
真
上
）。
い
ま
も
こ

の
橋
は
、
歩
行
者
用
と
し
て
現
役
で
活
躍

中
で
す
（
写
真
下
）

福
島
市
・
県
庁
通
り
を
走
る
チ
ン
チ
ン
電
車
。
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ

ー
の
電
車
が
街
中
を
走
る
姿
は
、
福
島
の
名
物
で
し
た



福
島
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
る
県
外
広
報
共
同
事
業

「
あ
の
島
よ
り
、
福
島
。」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
担
当
部
局
が
個
別
に
行
っ
て
き
た
県
外
広

報
事
業
を
初
め
て
共
同
化
。
１１
月
ま
で
の
約
5
カ
月
間
、

観
光
Ｐ
Ｒ
や
開
学
１０
周
年
を
迎
え
る
会
津
大
学
の
Ｐ

Ｒ
、
県
企
業
局
が
分
譲
す
る
住
宅
団
地
「
新
白
河
ラ
イ

フ
パ
ー
ク
」
の
販
売
促
進
を
テ
ー
マ
に
、
統
一
デ
ザ
イ

ン
で
新
聞
や
雑
誌
、
電
車
広
告
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

広
告
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
来
年
の
新
千
円
札
に
登
場
す
る
野
口
英
世
を
起
用
。
昨
夏
の
新
聞
広
告
で
好
評

を
得
た
「
あ
の
島
よ
り
、
福
島
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
福
島
県
の
形
を
し
た
髪
の
部
分
を
さ
ま
ざ
ま
に

見
せ
な
が
ら
、「
旅
行
す
る
先
、
学
ぶ
先
、
暮
ら
す
先
」
と
し
て
魅
力
的
な
福
島
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
（a

n
o
s
h
im
a
yo
ri.c
o
m

）
も
開
設
し
て
い
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
西
口
「
コ
ラ

ッ
セ
ふ
く
し
ま
」
の
県
観
光
物
産
館
に
は
、
同
デ
ザ
イ
ン
の
紙
袋
が
お
目
見
え
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
プ
レ
ド
ラ

イ
バ
ー
ズ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

運
転
免
許
取
得
直
前
の
高
校
生
に
、
車
両
の
特
性
や
限
界
、
安

全
な
速
度
を
超
え
る
こ
と
の
危
険
性
な
ど
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
7
月
か
ら
１２
月
ま
で
開
催
。
こ
の
日
は
、
福
島
市
の
杉

妻
、
東
亜
の
両
自
動
車
学
校
で
開
か
れ
、
杉
妻
自
動
車
学
校
で
は
、

福
島
明
成
高
校
の
3
年
生
１
１
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
乗
車
姿
勢
や
死
角
確
認
、
指
導
員
運
転
の
車
に
同
乗
し
て

の
コ
ー
ナ
リ
ン
グ
や
危
険
回
避
、
ト
ラ
ッ
ク
の
巻
き
込
み
実
験
な

ど
を
４
班
に
分
か
れ
て
体
験
し
ま
し
た
。

昨
年
、
県
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
で
青
年
ド
ラ
イ
バ
ー
が
第

一
当
事
者
と
な
っ
た
の
は
3
1
4
6
件
で
、
全
体
の
約
２１
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ
て
若

者
の
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

特
別
機
動
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

「
青
バ
イ
隊
」発
足

い
わ
き
市
小
名
浜
の
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
が
、「
海
を
通
し
て

『
人
と
地
球
の
未
来
』
を
考
え
る
」
の
理
念
の
も
と
に
、
環
境
水
族
館
宣

言
を
し
ま
し
た
。

同
宣
言
は
、ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
開
館
3
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

も
の
。
佐
藤
知
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
の
安

部
義
孝
館
長
が
、「
子
供
た
ち
の
体
験
的
学
習
の
場
と
し
て
充
実
さ
せ
、

環
境
に
優
し
い
次
世
代
の
育
成
を
め
ざ
す
」な
ど
、
5
項
目
に
わ
た
る

宣
言
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
佐
藤
知
事
や
安
部
館
長
、

地
元
の
保
育
所
の
児
童
な
ど
が
記
念
プ
レ
ー
ト
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
プ
レ
ー
ト
は
銅
製
で
縦
４５
m
、横
１
r
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
直

径
6
r
の
円
形
で
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
魚
の
形
に
植
栽
し
た
も
の
。

ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
入
り
口
付
近
の
芝
山
に
設
置
さ
れ
、来
館
す
る
人
た

ち
を
出
迎
え
る
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
。

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

環
境
水
族
館
宣
言
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う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
プ
レ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・

セ
ミ
ナ
ー
開
催

福
島
市
荒
井
の
県
警
機
動
セ
ン
タ
ー
で
県
警
察
本
部
特
別
機
動
パ

ト
ロ
ー
ル
隊「
青
バ
イ
隊
」の
指
名
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

街
頭
犯
罪
の
発
生
予
防
と
取
り
締
ま
り
の
強
化
の
た
め
、狭
い
街

路
な
ど
で
も
小
回
り
の
効
く
青
色
の
2
5
0
Ù
バ
イ
ク（
通
称
青
バ

イ
）を
配
備
し
た
も
の
で
、青
バ
イ
隊
の
発
足
は
大
阪
府
警
に
次
い
で

全
国
2
番
目
。
福
島
分
駐
隊
の
6
人
、郡
山
分
駐
隊
の
8
人
が
隊
員

に
指
名
さ
れ
、各
2
台
ず
つ
青
バ
イ
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
日
は
、路
上
強
盗
と
暴
走
族
取
り
締
ま
り
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施
。
本
番
さ
な
が
ら
に
、青
バ
イ
で
現
場
に
急
行
し
て
の

犯
人
逮
捕
や
県
警
本
部
で
開
発
し
た
カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
銃
を
使
用
し

た
暴
走
族
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
機
動
パ
ト
ロ
ー
ル
隊「
青
バ
イ
隊
」は
、機
動
力
を
生
か
し
、県

民
の
皆
さ
ん
の
安
全
な
生
活
を
守
り
ま
す
。

「
あ
の
島
よ
り
、
福
島
。」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト



玉川村�

昭和村�

玉川村が、整備を進めている玉川村総合運動公園（スカ

イパークたまかわ）に7月11日、たまかわ文化体育館が

完成しました。

体育館は、体育系と文化系の機能を併せ持ち、電動移動

式観覧席や冷暖房、エレベーターなどを設置したほか、講

演や音楽会、演劇などにも対応しています。

また、地域スポーツの拠点となるクラブハウスやトレ

ーニング室、約一万冊収納可能な児童図書室「クックちゃ

ん文庫」なども整備。12月には、村の歴史や空港関係資

料を展示した「ふるさと館」が開館します。

たまかわ文化体育館完成

全国カスミソウサミット開催

7月3日と4日の2日間、カスミソウ栽培面積全国一

の昭和村で、「全国カスミソウふくしまサミットｉｎ昭和」

が開かれました。

消費者主体の生産と栽培技術の向上、産地間の交流を

深めるため開催されたサミットには、全国の生産者など

約440人が参加。初日は、生産事例報告や大阪府立大

の土井元章助教授による講演のほか、夜には村の名物の

山菜や川魚のアカハラ料理を囲み、交流を深めました。

2日目は、早朝5時からほ場を視察。世界最大のカス

ミソウ育種会社社長ミハ・ダンジガー氏の講演や流通業

者の実践事例報告、総合討論のあと、大会宣言を採択し

ました。

う
つ
く
し
ま
２１
森
林
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
、「
う
つ
く

し
ま
２１
森
林
づ
く
り
体
験
交
流
会
」が
広
野
町
の
五
社
山
ふ
る
さ
と

の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
、森
・
川
・
海
を
一
体
と
し
た
上
下
流
の
交
流
を
促
進
し
、

森
林
へ
の
関
心
を
高
め
、
循
環
の
理
念
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
１３
年
度
か
ら
開
か
れ
て
い
る
も
の
。

緑
の
少
年
団
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
約
3
0
0
人
が

参
加
し
、平
成
5
年
に
植
栽
し
た
ケ
ヤ
キ
林
の
下
草
刈
り
を
体
験
し

た
後
、補
植
の
た
め
の
ケ
ヤ
キ
の
苗
約
2
0
0
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

昼
食
の
後
は
、も
り
の
案
内
人
に
よ
る
森
林
観
察
会
を
実
施
。
参

加
者
は
、
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
の
森
の
遊
歩
道
を
散
策
し
、森
林
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
自
然
の
恵
み

を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

う
つ
く
し
ま
２１
森
林

も

り

づ
く
り

体
験
交
流
会
開
催

県
立
磐
城
高
等
学
校
で
、
高
校
生
と
知
事
が
懇
談
す
る
「
知
事
と

語
ろ
う
”
う
つ
く
し
ま
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
“」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

広
聴
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
校
生
の
豊
か
な
感
性
か
ら
の
意

見
・
要
望
を
今
後
の
県
政
に
生
か
そ
う
と
す
る
主
旨
で
開
催
。

い
わ
き
市
内
の
１１
人
の
高
校
生
が
参
加
し
、
前
半
は
「
共
に
支

え
あ
う
社
会
を
め
ざ
し
て
」
が
テ
ー
マ
。
高
校
生
か
ら
は
男
女
共

同
参
画
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
介
護
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ

持
つ
意
見
、
要
望
な
ど
が
率
直
に
述
べ
ら
れ
、
知
事
が
一
つ
一
つ

丁
寧
に
こ
た
え
ま
し
た
。

後
半
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
堅
さ
が
ほ
ぐ
れ
た
高
校
生
か

ら
、
知
事
に
な
っ
た
理
由
を
聞
か
れ
る
な
ど
和
や
か
に
進
行
。
知

事
が
、
茶
道
の
話
題
に
触
れ
、「
茶
道
は
所
作
が
大
切
で
あ
る
よ

う
に
、
人
生
で
は
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
、
高
校
生
に
語
り
か
け
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

11

知
事
と
語
ろ
う
”う
つ
く
し
ま

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
“開
催



12

郡山市の中央部、国道49号線沿いという市街地にありながら、一歩踏み込めば静寂でのんびり
した雰囲気が漂う五百渕公園。そこから南川渓谷へと続く遊歩道を歩けば、日常を忘れさせてくれ
るような、さわやかな別世界が広がっています。

南川渓谷～五百渕
市街地で水辺に親しみ、緑を満喫

さわやかな緑とせせらぎを感じて歩く南川渓谷

郡山市
�



13

つり橋を渡りながら眼下を見下ろすと、
渓谷と一体になったような気分です

渓谷の遊歩道は、ふだんから身近な散歩道として親しまれています。川には渡り石などがあって、
思わず行き来したくなる子ども心がわいてきます

安
積
疏
水
の
分
水
路
だ
っ
た
南
川
渓
谷
。
そ
し

て
か
ん
が
い
用
の
た
め
池
と
し
て
造
ら
れ
た
五
百

渕
。
こ
の
二
つ
を
結
ぶ
散
策
コ
ー
ス
は
、
安
積
原

野
と
呼
ば
れ
た
こ
ろ
の
原
風
景
を
体
感
で
き
る
、

貴
重
な
空
間
で
す
。
南
川
渓
谷
の
両
岸
は
、
豊
か

な
緑
で
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
せ
せ
ら
ぎ
を
眼
下

に
見
下
ろ
し
な
が
ら
遊
歩
道
を
歩
け
ば
、
さ
わ
や

か
な
森
林
浴
を
満
喫
で
き
ま
す
。
風
情
の
あ
る
つ

り
橋
や
渡
り
石
な
ど
で
、
川
の
向
こ
う
側
と
の
行

き
来
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

そ
し
て
五
百
渕
と
そ
の
南
側
の
林
は
、
ま
さ
に
野

鳥
た
ち
の
楽
園
。
探
鳥
の
メ
ッ
カ
と
し
て
知
ら
れ
、

木
々
や
水
面
に
集
う
野
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
の

ん
び
り
と
散
策
す
る
人
々
が
集
い
ま
す
。
公
園
の

散
策
路
沿
い
に
あ
る
「
郡
山
市
野
鳥
の
森
学
習
館
」

に
は
、
野
鳥
観
察
室
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
五
百
渕
周

辺
の
野
鳥
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
身
近
に
ふ
れ
あ
っ

た
り
す
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
四
季
折
々
の

移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
、
五
感
を
通
し
て
自
然
と
ふ

れ
あ
う
ひ
と
と
き
は
、
き
っ
と
か
け
が
え
の
な
い

時
間
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

豊かな水をたたえた五百渕公園。すぐそばに幹線道路が通っているとは信じられないほどに、静かでのんびりした雰囲気です

公園の水辺に倒れた木々の枝も、鳥たちにと
っては大切な生活の場です

水鳥とふれあったり、遊歩道でくつろぎ、歩
いたりと、水と緑のオアシスとして親しまれ
ています

水天宮●�

南川� ●桜小学校�●�
五百渕公園�

郡山市�
野鳥の森学習館�

●�
�

開成山公園�
●�

4

4
49

（
バ
イ
パ
ス
）�

内
環
状
線
�

南川渓谷� 五百渕�



案 内�

県
で
は
、
現
在
、「
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
町
村
の
枠

を
超
え
た
広
域
的
見
地
か
ら
、
都
市
の
将
来

像
や
土
地
利
用
、
都
市
施
設
の
整
備
な
ど
に

県
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

懇
談
会
に
つ
い
て

14

催 し�

高
校
生
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。
会
津
大
学
の
教
育
・
研

究
内
容
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
を
知
っ
て

い
た
だ
く
良
い
機
会
で
す
。
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１０
月
１２
日
∂
午
後
１
時
〜
4
時

（
受
付
は
１２
時
３０
分
か
ら
）

◆
内
容

模
擬
試
験
、
研
究
室
公
開
、
個
別
入

試
相
談
会
、
学
内
見
学
、
大
学
紹
介
ビ
デ
オ

の
上
映
な
ど
。（
当
日
は
大
学
祭
を
同
時

開
催
）
※
参
加
者
に
は
過
去
の
入
試
問
題
、

大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

会
津
大
学
学
生
課

@
0
2
4
2
（
3
7
）
2
6
0
0

a
d
m
is
s
io
n
@
u
-a
izu
.a
c
.jp

会
津
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

秋
ス
テ
ー
ジ

「
う
つ
く
し
ま
・
ち
ゅ
ら
し
ま
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

県
内
の
地
場
産
品
・
焼
物
・
漆
器
・
野
菜
・

食
品
な
ど
の
販
売
と
も
の
づ
く
り
体
験
な
ど

が
で
き
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
紅
葉
狩
り
に
あ
わ
せ

て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

１０
月
２４
日
ª
〜
２６
日
∂

午
前
１０
時
〜
午
後
5
時

（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

◆
会
場

あ
い
づ
総
合
体
育
館

（
会
津
若
松
市
門
田
町
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

う
つ
く
し
ま
地
場
産
品
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

@
0
2
4
2
（
3
9
）
1
2
5
2

9
月
定
例
県
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

基
づ
く
交
流
の
一
環
と
し
て
、
文
化
・
伝
統
芸

能
な
ど
の
競
演
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１０
月
１１
日
º

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
4
時

◆
場
所

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

（
郡
山
市
安
積
町
）

◆
内
容

じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
と
沖
縄
の

伝
統
芸
能
エ
イ
サ
ー
と
の
競
演
、
福
島
と

沖
縄
の
民
話
語
り
、
両
県
の
児
童
・
生
徒

の
伝
統
芸
能
披
露
に
よ
る
交
流
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
空
港
企
画
グ
ル
ー
プ

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
1
2
8

今
年
2
月
に
沖
縄
県
と
の
間
で
合
意
し
た

「
う
つ
く
し
ま
・
ち
ゅ
ら
し
ま
交
流
宣
言
」
に

飼
い
犬
の
し

つ
け
方
を
学
ん

だ
り
、
動
物
と
楽

し
く
ふ
れ
あ
っ

て
い
た
だ
く
「
動

物
愛
護
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し

め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
日
時

9
月
２０
日
º

午
後
１
時
〜
3
時
３０
分

◆
内
容
動
物
愛
護
児
童
画
展
、
飼
い
犬
の
し

つ
け
方
教
室
、
盲
導
犬
・
フ
リ
ス
ビ
ー
犬
の

実
演
、
動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

◆
会
場

会
津
総
合
運
動
公
園
ふ
れ
あ
い
の

丘(

会
津
若
松
市
門
田
町)

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
食
品
安
全
グ
ル
ー
プ

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
2
4
5

メ
ー
ル

平
成
１５
年
9
月
定
例
県
議
会
は
、
9
月
２５

日
∫
開
会
の
予
定
で
す
。

県
議
会
の
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
傍
聴
席
は
2
2
2
席
で
先
着
順

で
す
。
本
会
議
の
当
日
に
本
庁
舎
東
側
玄
関

の
受
付
で
傍
聴
券
を
受
け
取
り
、
本
会
議
場

傍
聴
席
へ
入
場
し
、
傍
聴
し
ま
す
。

な
お
、
本
会
議
は
県
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
県
議
会
ふ
く
し
ま
Ｗ
ｅ
ｂ
」
で
も
実
況
中

継
や
録
画
中
継
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
県
議
会
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
議
会
事
務
局
議
事
課

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
6
0
8

http://w
w
w
.pref.fukushim

a.jp

/g
ikai/

Ｈ
Ｐ

う
つ
く
し
ま
地
場
産
品
フ
ェ
ア
０３
,



警
察
は
、
犯
罪
に
よ

る
被
害
の
未
然
防
止

お
よ
び
県
民
の
安
全

と
平
穏
を
守
る
た
め
、

「
警
察
安
全
相
談
」
に

応
じ
て
い
ま
す
。

秘
密
の
厳
守
を
相

談
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
警
察
安
全
相
談

プ
ッ
シ
ュ
回
線
は
、
♯
九
一
一
○
ま
た
は
　
　

@
0
2
4
（
5
3
3
）
9
1
1
0

◆
取
り
扱
い
時
間

平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
警
察
本
部
総
合
相
談
課

@
0
2
4
（
5
2
2
）
2
1
5
1

15

うつくしま、ふくしま。� 第２土曜日�
10：30～�10：45

KFB

ふくしま探訪� 第１土曜日�
7：00～�7：15

TUF

こんにちはふくしま� 毎週日曜日�
11：00～�11：25FCT

ときめき うつくしま� 毎週日曜日�
9：00～�9：25FTV

テ
　
レ
　
ビ�

知事さんふれあいトーク� 最終火曜日�12：30～�12：45rfc

JUST NOW ふくしま� 毎週土曜日�9：20～�9：40rfc
ラ
ジ
オ�

新 

聞�

目で見る県政� 福島民報� 9月14日、10月12日�

ふくしまEVENING BREAK 月～金曜日�17：30～�17：35ふくしまFM

県からのお知らせ� 民報・民友�9月14・28日、10月12・26日�

県民のページ� 福島民友� 9月14日、10月12日�

県政カメラトピックス�福島民友� 9月21日�

県政広報ガイド

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
法
人
の
土
地
や
建

物
の
所
有
状
況
、
利
用
状
況
を
調
査
す
る
も

の
で
す
。
結
果
は
、
統
計
資
料
と
し
て
公
表

さ
れ
、
土
地
に
関
す
る
諸
政
策
の
企
画
・
立
案

の
基
礎
資
料
と
さ
れ
る
ほ
か
、
学
術
・
研
究
機

関
、
企
業
な
ど
で
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
土
地
水
調
整
グ
ル
ー
プ

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
1
2
4

法
人
土
地
基
本
調
査
・

法
人
建
物
調
査
に
ご
協
力
を

9
月
１
日
は
「
防

災
の
日
」、
8
月
３０

日
か
ら
9
月
5
日

は
「
防
災
週
間
」
で

す
。地

震
や
豪
雨
な

ど
の
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
に
襲
っ
て
く
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
避
難
場
所
や
非
常
持
出
品

の
確
認
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら

災
害
へ
の
備
え
を
心
掛
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
で
再
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
災
害
対
策
グ
ル
ー
プ

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
1
9
4

災
害
へ
の
備
え
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い

１０
月
か
ら
、
県
の
支
払
い
を
口
座
振
込
で

行
う
場
合
の
お
知
ら
せ
方
法
を
変
更
し
ま

す
。従

来
の
口
座
振
込
通
知
書
の
送
付
に
よ
る

方
法
か
ら
、
振
込
口
座
の
預
金
通
帳
に
県
機

関
の
略
称
と
支
払
内
容
を
表
記
す
る
方
法
に

変
更
し
ま
す
。
県
か
ら
の
振
り
込
み
は
、
通

帳
の
記
帳
に
よ
り
、
ご
確
認
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
県
機
関
の
略
称
な
ど
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

各
地
方
振
興
局
出
納
室
　

ま
た
は
県
庁
審
査
指
導
グ
ル
ー
プ

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
5
5
6

http://w
w
w
.pref.fukushim

a.jp/

shinsa/inform
ation_top.htm

口
座
振
込
の
お
知
ら
せ
方
法
が

変
わ
り
ま
す

お願い�

Ｈ
Ｐ

関
す
る
主
要
な
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
懇
談
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
各
方
部
別
の
日
時
、

会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
建
設
事
務
所

ま
た
は
県
庁
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
5
0
7

「
警
察
安
全
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

１０
月
に
、
全
国
の
法
人
を
対
象
に
「
法
人
土

地
基
本
調
査
・
法
人
建
物
調
査
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。



秋
を
迎
え
、
切
り
干
し
大
根
を
つ
く
る
こ
ろ
を
迎
え
る
と
、
畑
で
は
さ
つ
ま
い
も

や
小
豆
、
さ
さ
ぎ
豆
が
実
り
ま
す
。
東
村
で
は
そ
ん
な
、
季
節
の
身
近
な
食
材
を
使

っ
て
作
る
料
理
「
い
と
こ
煮
」
が
、
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
名
前
の
由
来
は
、
小
豆
と
さ
さ
ぎ
豆
、
豆
同
士
を
一
緒
に
煮
る
こ
と
か
ら
と

言
わ
れ
ま
す
。「
昔
は
砂
糖
な
ん
て
手
に
入
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
さ
つ
ま
い
も
の
甘

味
が
楽
し
み
で
、
ど
の
家
で
も
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
今
回
こ
の
料

理
を
作
っ
て
く
れ
た
矢
吹
花
子
さ
ん
ら
三
人
で
す
。

「
い
と
こ
煮
」
は
、
鍋
で
大
人
数
分
を
煮
て
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。
日
持
ち
が

す
る
料
理
な
だ
け
に
、
寒
く
な
る
と
特
に
た
く
さ
ん
作
り
置
き
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
物
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
子
ど
も
の
お
や
つ
と
し
て

も
貴
重
で
し
た
。
さ
つ
ま
い
も
と
豆
類
を
一
緒
に
煮
る
の
で
、
食
物
繊
維
が
豊
富

で
、
健
康
食
と
し
て
優
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
切
り
干
し
大

根
を
加
え
る
こ
と
で
、
甘
味
で
胸
や
け
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
食
べ
飽
き
な
い
よ

う
に
料
理
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
方
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。

「
本
当
に
、
昔
の
人
の
知
恵
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
ね
」
と
、
三
人
は

口
を
揃
え
ま
す
。

今
で
は
砂
糖
を
入
れ
て
料
理
を
し
ま
す
が
、
ほ
ん
の
少
し
、
味
を
調
え
る
程
度
に

加
え
る
の
が
お
い
し
く
仕
上
げ
る
秘
け
つ
で
す
。
甘
す
ぎ
な
い
絶
妙
な
味
の
バ
ラ

ン
ス
が
、
素
朴
な
風
味
を
さ
ら
に
引
き
立
て
ま
す
。
地
元
の
畑
で
と
れ
た
季
節
の

食
材
の
お
い
し
さ
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
る
―
―
。

そ
こ
か
ら
広
が
る
笑
顔
が
、「
い
と
こ
煮
」
の
食
卓
を
囲
む
人
々
に
と
っ
て
、
一
番

の
ご
ち
そ
う
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

発行
福島県県政広報グループ
〒960―8670 福島市杉妻町2番16号
@024―521―7014 FAX024―521―7901
ホームページ　http://www.pref.fukushima.jp/
2003年9月
※本誌に関するご意見やご感想などございましたら、
県政広報グループまでお寄せください

材料（４人前）
ささぎ豆・小豆あわせて1／2カップ、切り干し大根
1／5本、さつまいも1本
砂糖適量、しょう油・塩少々

ïさつまいもと切り干し大根は乱切りにし、さつまいも
はあく抜きする。小豆とささぎ豆と切り干し大根は、
前の晩に熱いお湯にひたし柔らかくしておくのが
コツ。

ñ小豆は柔らかく、ささぎ豆は八分の柔らかさに煮る。
ó切り干し大根・さつまいもを鍋に入れ、たっぷりかぶ
るくらいの水を入れて煮立たせ、あくをすくってささ
ぎ豆を入れ、水気がなくなるくらいまで煮る。

òóに小豆と砂糖を入れ、ひと煮立ちさせたら、塩で味
をひきしめ、しょう油で味をととのえる。

作り方

い
と
こ
煮

◎
東
村
　

「いとこ煮を作るときは、

『昔はこういう風に作った

ね』とお互いに話し合い

ながら、楽しく作るんで

すよ」と語る（左から）野崎

ハツエさん、矢吹花子さ

ん、鈴木テル子さん


